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―やどかりの里職員倫理綱領発効――やどかりの里職員倫理綱領発効―

　2014 年から検討を始めたやどかりの里職員
の倫理綱領だが，2016 年９月 10 日の職員会議
で全文が読み上げられ，倫理綱領が発効され
た．やどかりの里の理念に基づき，職員の基
本姿勢を明文化したものである．
　やどかりの里は活動当初より，「人間の尊厳」
を活動の中心におき，メンバーや家族との協
働の活動づくりを目指してきた．
　2006 年に国連で成立した障害者権利条約に
ついても，日本で批准される前から，学習を重
ね，自らの実践にどう生かしていくのかを考
えてきた．実践と学習の積み重ねの中で，権
利侵害は日常の活動の中で起こりやすいこと
を自覚し，１人１人の人権を大切にしていく
ために，明文化された倫理綱領が，その一助
となるのではないかと考えたのだ．
　障害者権利条約の批准を目指した日本では，
国内法の整備が進み，さいたま市では，国に
先立って 2011 年３月に「誰もが共に暮らすた
めの障害者の権利の擁護等に関する条例」，い
わゆるノーマライゼーション条例を制定．2012
年 10 月には障害者虐待防止法が施行，2013 年
６月には障害者差別解消法が成立した．その
後，2014 年１月，障害者権利条約が批准され
た．一方，障害者自立支援法（現総合支援法）
は，障害のある人への社会福祉実践をサービス
と位置づけ，市場化し，競争主義を持ち込み，
専門性を軽視する制度であった．
　これに対し，やどかりの里では改めて，障害
のある人の権利擁護の立場に立脚した倫理綱領
の必要性を確認し，その策定を目指してきた．

　倫理綱領づくりは，一部の人で決めるのでは
なく，職員が話し合い，意見を反映させなが
ら，修文していくプロセスを共有することを大
切にした．職員会議でアンケートを実施して，
倫理綱領のイメージや策定の必要性，さらに，
綱領の中で問われる権利擁護の姿勢などにつ
いての意見を求め，その結果を共有した．
　やどかりの里は多職種で構成されているの
で，専門性への問いや職員のあるべき像につい
て議論していくことも重要であった．倫理綱
領素案を前にして援助と支援の違い，利用者
かメンバーかなど使う言葉についても，精査
し考える時間を持った．そしてシンプルでわ
かりやすく，やどかりの里らしさが現れてい
ること，やどかりの里の実践の根拠と共通基盤
をあたえるものであること，やどかりの里の
メンバーや家族にも伝わりやすい内容とした．
　やどかりの里が目指す「ごくあたりまえの
生活」は日本国憲法や障害者権利条約が謳う
１人１人が大切にされる社会の実現と意を一
にしている．それを可能とする地域社会をつ
くることがやどかりの里の実践であり社会的
使命である．職員は，メンバー個人の尊厳と
多様な支援，生活と権利の保障と良質で適切
な関わりについて認識を深めなければならな
い．そして，倫理綱領が示す確固たる倫理観
をもって，専門的で公平・公正な実践を進め
る決意を新たに，日々の実践に生かしていく
覚悟である．
　全文はやどかりの里のホームページで公開
している．


